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― 注 意 事 項 ― 

 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。 

２．試験開始の合図のあと、問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を必ず

記入してください。 

３．解答は横書きで記入してください。 

４．解答用紙には、解答欄以外の場所に何も書かないでください。 

５．問題冊子の余白は適宜利用して構いません。 

６．解答用紙は、原則として交換しませんので、傷めないように注意してください。 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないでください。 
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以下の文章を読んだうえで、自分の考えを 600 字以内で述べなさい。 

 

 近年、多くの自治体で「在宅避難」を推奨しています。在宅避難とは、震災などでライフライ

ンが止まっても、自宅が安全であれば、そこで避難生活を送るという考え方です。 

 1981 年 6 月 1 日以降、新耐震基準で建築確認申請されたマンションや家屋は、耐震性があり、

安全性が比較的高い建物です。災害時のライフラインの状況は、同じ地区にある自宅と避難所で、

それほど変わりはありません。 

 なぜ、自治体は在宅避難を推奨するのか。それにはいくつかの理由があります。 

 住み慣れた自宅であれば、プライバシーの確保はもちろん、アレルギーや持病があっても健康

状態を維持しやすく、ペットと暮らしやすいなどのメリットがあります。また、自宅にとどまる

人が増えることで、避難所が過密になることや運営側の混乱を減らすこともできます。 

 在宅避難が可能であれば積極的に選択してもらいたいのですが、安全安心の観点から、事前に

押さえておくべきいくつかのポイントがあります。 

 まず、自宅の災害リスクをハザードマップで確認しておくことです。例えば豪雨の最中、土砂

災害の危険がある自宅にとどまることは避けるべきです。一方で水害のリスクがあってもマンシ

ョンの高層階であれば浸水の恐れは少ない。ただ、電気施設が地下にある場合は、浸水で停電す

る可能性があるので、そこも確認が必要です。 

 また、被災した時に備えて食料や水、災害用トイレのストックをしておきましょう。備蓄日数

は自治体によって異なりますが、一般的に最低で 3 日、可能であれば 7 日分が推奨されています。 

 実際の避難生活で備蓄が尽きた時には、避難所に物資をもらいに行きます。東日本大震災や能

登半島地震の際には、在宅避難している人は避難所の物資をもらってはいけない、と思い違いを

している人がいました。また、避難所で生活している人に気をつかって、物資を取りに行けない

という方もいました。 

 防災のワークショップでも、参加者から「在宅避難で物資がなくなったらどうしたらよいのか」

と質問されることがありますが、避難所でも自宅でも被災者であることには変わりがないので、

遠慮をする必要はありません。 

在宅避難の課題のひとつに、情報が届きづらいという点があります。自治会や町内会に加入して

いない人は、特に物資の連絡などが入りにくくなる可能性があるので、注意が必要です。できれ

ば、日ごろから地域の防災訓練などに参加するなど、関係づくりを心がけることも大切です。 

 また、在宅避難であっても、地区の避難所の運営に目を配り、地域住民同士で協力できるとこ

ろは、可能な限り参加するようにしてほしいです。 

 

（出典：鈴木光「（がんばらない減災のすすめ）事前にリスク確認を メリット多い在宅避難」 

『朝日デジタル』2025 年 5 月 22 日 一部抜粋） 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


